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１． はじめに 

 

本研究では，人間が運転時にどのようなことに気

を付ければ，運転が上手くなれるか，あるいは事故防

止できるのかについて，運転者の視線に着目して解

析を行なった．実際の運転時のデータを視線センサ

使って収集し，初心者と熟練者の運転データを比べ

て考察を行った．また，運転時の視線解析に関する関

連研究の調査を行なった． 

 

２． 実験方法 

 

 被験者は，２０代の初心者ドライバー（男子大学生）

と，５０代の熟練ドライバーで実験を実施した．初心

者ドライバーは運転免許を取得して１ヶ月未満であ

り，熟練ドライバーは 30年以上の運転経験を有して

いた．二人ともに両目の視力が 1.0 以上ある正常な

視力を有した人であった． 

運転コースは足利大学から一番近くにある太田市

のファミリーマートから50号道までの往復 1.5㎞の

コースとした（図１参照）． 

 

 

図 1 ドライビングコースの概観 

 

 実験で使った車はトヨタのアクアであり，データ

収集にはLenovo yoga slim 7i を利用した．視線セン

サはPupil Lab社製の“Pupil Core”を利用した．図

2上はPupil Coreを示しており， ３つのカメラが搭

載されている．Eye０は右目，Eye１は左目，World 

Camera は目の前の視界を録画するためのものであ

る．図２下は World Camera の映像であり，視線の

位置が赤く表示される．Pupil Core は，メガネのよ

うに装着し，パソコンとUSB 接続することで，デー

タ計測を行う．パソコン上で専用の Pupil Capture

アプリを起動することで，この３つのカメラが動き，

データ収集を実行することが可能である． 

 

 

 

図 2 Pupil Core 

 

３． 実験結果 

 

 2人の被験者に Pupil Core視線センサを着用させ



ドライビングコースを一回ずつ運転させた．初心者

と熟練者の運転データを収録した．初心者の走行時

間は9分54秒でデータ数は128,242であった．また，

熟練者の走行時間は７分30秒で，データ数は102,690

であった．この実験データを使って Excel 上で

Confidenceと視線位置の標準偏差を比較した． 

Confidence は計測されたデータの信頼度を表し，

キャリブレーション後の視線計測の範囲を外れると

信頼度が急激に下がる傾向がある．表１は，信頼度の

比較であり，0.85 以上のデータが，初心者の場合は

9％であり，熟練者の場合は 20%であった． 

 

表１ 信頼度の比較 

 
 

表２ 視線位置の標準偏差の比較 

 
 

表２は，信頼度0.85以上の視線データｘ, ｙ, ｚ 座

標ベクトルにおける平均と標準偏差の比較である．

それぞれの標準偏差において，初心者は 2,384 であ

り，熟練者は 4,740であった． 

 

４．考察 

 

 実験の結果，熟練者の信頼度が高いことが分かっ

た．この結果から初心者は目の動きだけで周囲を確

認する傾向があるため，キャリブレーションの範囲

を超え，信頼度が低くなっていることがわかる．しか

しながら，熟練者は，頭を動かしてしっかりと目視を

動かして確認しているため，キャリブレーションの

範囲を超えることが少なく，しっかりと周囲を確認

していることがわかる． 

さらに，初心者の視線の標準偏差は熟練者の半分

である．標準偏差はデータが平均値の周辺でどれく

らいばらついているかを表す指標であるため，初心

者は視線のばらつきが少なく，周囲の確認が熟練者

ほどできていないことが確認できた． 

 

５．関連研究 

 

運転時の周辺視野画像の眼球運動への影響に関す

る研究がある[1]．右左折走行などの眼球運動の増加

によって視覚情報の収集を強化する場合には，平均

停留時間や単位時間あたりのサッケード回数と提案

手法の相関は高くなり，眼球運動の増加によって視

覚情報を 補填するメカニズムの場合には眼球運動

を提案指標で表現可能であることを報告している． 

また，ドライバーの視覚情報処理に関する研究[2]

では，自動車運転時において，道路の混雑状況に応じ

て視線移動の頻度が異なるとの結果を報告している．

混雑度が高いほど注意深く状況 を把握しなければ

ならないために，混雑した道路では有効視野が狭く

なり，視線移動の頻度が高くなるとともに停留時間

が短くなることを明らかにした． 

運転中に携帯電話の使用による視線の変更による

研究[3]では，運転手の視線が前方から抜けることで

車間距離が減って危険な運転につながり，事故を起

こす可能性があることを報告している． 

s 

６．まとめ 

 

 本研究では，運転時の視線に着目して，初心者と熟

練者の視線の違いについて分析を行なった．その結

果，初心者に比べて，熟練者は，しっかり顔を向けて，

周囲しており，視線の移動も大きく，熟練者はしっか

りと周囲を確認していることがわかった． 
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